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Ⅰ　
基
本
方
針

　

昨
年
の
わ
が
国
の
経
済
・
社
会

情
勢
は
、
国
内
外
と
も
に
不
透
明

さ
と
緊
迫
の
度
が
増
し
た
１
年
で

あ
り
ま
し
た
。
世
界
で
は
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期

化
に
加
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
武
装
勢
力
間
の
衝
突
も
深

刻
化
す
る
な
ど
地
政
学
リ
ス
ク
が

増
大
す
る
１
年
と
な
り
、
政
情
不

安
な
国
際
状
況
は
、
日
本
の
経
済

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
歴
史
的
水

準
に
達
し
た
円
安
や
記
録
的
な
消

費
者
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
の
影
響
、
深
刻
さ
を
増
す
人

手
不
足
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
政
策
で
は
関
税
の
引
き
上
げ
や

安
保
政
策
の
見
直
し
な
ど
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
お
り
、
本
年
も
先
行

き
不
透
明
な
状
況
が
続
く
こ
と
は

一
定
程
度
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
こ
う
し

た
情
勢
は
、
市
民
生
活
は
も
と
よ

り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
や

農
業
、
水
産
業
を
は
じ
め
様
々
な

業
種
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お

り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
も
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
通
常
開
催
さ
れ
、

市
民
生
活
や
経
済
活
動
も
活
気
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

指
宿
商
工
会
議
所
は
、
鹿
児
島
県

商
工
会
議
所
連
合
会
を
は
じ
め
、

指
宿
市
観
光
協
会
や
菜
の
花
商
工

会
と
も
連
携
し
て
、
国
や
県
、
指

宿
市
等
へ
物
価
高
騰
、
人
手
不
足

等
に
対
応
す
る
経
済
対
策
の
要
望

活
動
を
効
果
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
会
議
所
の
経
営
指
導

員
や
経
営
支
援
員
等
は
、
国
や
県
、

指
宿
市
等
の
支
援
策
を
会
員
事
業

所
に
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、

会
員
事
業
所
に
寄
り
添
い
、
各
種

補
助
事
業
や
融
資
な
ど
に
関
す
る

経
営
相
談
や
支
援
業
務
を
最
優
先

事
項
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
会
議
所
の
役
員
議
員
・
職
員

は
、
会
員
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ

て
指
宿
の
観
光
・
商
工
業
の
振
興

と
地
域
経
済
の
再
生
・
安
定
に
資

す
る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

Ⅱ　
具
体
的
実
施
事
業

１
．
政
策
提
言
活
動
に
関
す
る
事
業

⑴　

物
価
高
騰
や
災
害
対
策
な
ど

緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
臨

時
の
常
議
員
会
を
開
催
し
関
係

の
産
業
団
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
適
切
な
要
望
活
動
を
行
い

ま
す
。

⑵　

常
議
員
会
や
部
会
、
委
員
会

等
で
集
約
さ
れ
た
意
見
要
望
を

「
市
長
と
の
対
話
集
会
」
等
を

通
じ
て
提
言
し
ま
す
。

⑶　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
中
小

企
業
に
関
す
る
政
策
、
金
融
、

税
制
改
正
等
に
関
し
て
、
鹿
児

島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
や
九

州
商
工
会
議
所
連
合
会
、
日
本

商
工
会
議
所
な
ど
上
部
団
体
と

一
体
と
な
っ
て
国
等
へ
意
見
・

要
望
し
ま
す
。

⑷　

指
宿
市
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
国
道
２
２
６
号
の
整
備
促
進

を
図
る
た
め
、
当
所
や
鹿
児
島

商
工
会
議
所
な
ど
民
間
で
組
織

す
る
整
備
促
進
協
議
会
と
指
宿

市
な
ど
関
係
の
自
治
体
や
県
議

会
議
員
で
組
織
す
る
関
係
団
体

と
連
携
し
て
要
望
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
継
続
的
に
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

⑸　

薩
摩
半
島
横
断
道
路
（
南
さ

つ
ま
～
指
宿
間
）
の
建
設
促
進

令
和
７
年
度 

事
業
計
画

　

３
月
28
日
（
金
）、
第
98
回
通
常
議
員
総
会
を
当
所
で

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
議
員
52
名
（
委
任
状
出
席

含
む
）
が
出
席
し
、
第
₁
号
議
案
『
定
款
の
一
部
変
更

（
案
）
承
認
の
件
』、
第
₂
号
議
案
『
令
和
₆
年
度
収
支
補

正
予
算
（
案
）
承
認
の
件
』、
第
₃
号
議
案
『
令
和
₇
年

度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
』、

第
₄
号
議
案『
令
和
₇
年
度
最
高
借
入
限
度
額（
５
０
０
万

円
）
承
認
の
件
』、
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
第
₁

号
か
ら
第
₄
号
議
案
は
何
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総会の様子
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に
向
け
、
薩
摩
半
島
横
断
道
路

建
設
促
進
協
議
会
の
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

⑹　

指
宿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
指
宿

鹿
児
島
イ
ン
タ
ー
線
）
に
お
け

る
、
急
カ
ー
ブ
・
急
勾
配
等
の

大
胆
な
線
形
見
直
し
に
よ
る
早

期
着
工
と
、
池
田
校
区
に
つ
い

て
は
、
残
る
改
良
拡
幅
工
事
区

間
の
早
期
完
成
を
鹿
児
島
県
等

へ
要
望
し
ま
す
。

⑺　

指
宿
市
等
と
協
力
し
て
指
宿

港
海
岸
整
備
事
業
の
早
期
完
工

を
国
へ
要
望
す
る
と
と
も
に
、

緑
地
帯
や
背
後
地
の
あ
り
方
に

つ
い
て
指
宿
港
海
岸
保
全
推
進

協
議
会
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
開
催
し
、
市
民
の
意

見
・
要
望
を
集
約
し
行
政
へ
提

言
し
ま
す
。

２
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
支
援
に
関
す
る
事
業

⑴　

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
等
の

影
響
に
関
し
て
経
営
相
談
窓
口

で
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
の
施
策
等
の
速
や
か

な
情
報
収
集
を
行
い
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
図
り
ま
す
。

⑵　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
デ
ジ
タ
ル
機
能
の
活
用
や
会

報
、
新
聞
チ
ラ
シ
の
有
効
活
用

を
進
め
、
国
・
県
・
市
の
補
助

事
業
や
補
助
金
、
支
援
金
等
に

つ
い
て
適
切
な
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

⑶　

過
去
の
大
震
災
や
昨
年
１

月
の
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま

え
、
自
然
災
害
等
へ
の
備
え
の

大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
９
月
、
指
宿
市

と
当
所
が
共
同
し
て
事
業
継
続

力
強
化
支
援
計
画
の
認
定
を
受

け
て
お
り
、
小
規
模
事
業
者
の

自
然
災
害
等
へ
の
事
前
の
備
え
、

事
後
の
復
興
の
た
め
、
事
業
所

ご
と
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
策
定
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷　

小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
事
業
計
画
書
の
作

成
や
販
路
開
拓
等
の
指
導
・
助

言
を
行
い
な
が
ら
以
下
の
補
助

金
等
の
申
請
を
支
援
し
ま
す
。

①
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

②
中
小
企
業
経
営
強
化
法
に
基
づ

く
経
営
向
上
力
計
画

③
も
の
づ
く
り
補
助
金
等

⑸　

令
和
５
年
10
月
に
始
ま
っ
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
電
子
帳
簿

保
存
法
に
関
す
る
会
員
事
業
所

か
ら
の
相
談
も
多
い
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

行
う
と
と
も
に
、
各
種
相
談
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑹　

人
手
不
足
対
策
と
し
て
、
鹿

児
島
県
南
薩
地
域
振
興
局
や
指

宿
市
と
連
携
し
て
高
校
生
や
保

護
者
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業

説
明
会
（
地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
）
等
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

会
員
事
業
所
に
対
し
て
南
薩
地

域
振
興
局
が
作
成
す
る
企
業
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
手
帳
へ
の
登
録
を

促
進
し
ま
す
。

⑺　

生
産
性
向
上
や
事
業
承
継
、

税
制
な
ど
会
員
に
役
立
つ
経
営

等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
ま
す
。

⑻　

無
担
保
、
無
保
証
人
、
低
金

利
の
マ
ル
経
融
資
制
度
の
利
用

を
促
進
し
ま
す
。

⑼　

各
種
制
度
資
金
に
対
す
る
利

子
補
給
制
度
を
普
及
推
進
し
ま

す
。

⑽　
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
を
活
用

し
て
経
営
支
援
体
制
を
強
化
し
、

毎
月
定
例
の
「
経
営
よ
ろ
ず
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

⑾　

専
門
家
を
派
遣
し
て
課
題
解

決
や
相
談
に
応
じ
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
バ
ン
ク
や
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
利

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

⑿　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
事
務
代
行
を
は
じ
め
、

労
務
管
理
に
関
す
る
諸
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

⒀　

知
的
財
産
権
取
得
や
円
滑
な

事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
各
種

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
し
ま

す
。

⒁　

創
業
計
画
書
作
成
支
援
な
ど

創
業
希
望
者
や
創
業
間
も
な
い

事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

⒂　

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度
を

普
及
推
進
し
ま
す
。

３
．
商
店
街
・
通
り
会
の
活
性
化

と
観
光
・
商
工
業
の
振
興
に
関
す

る
事
業

⑴　

指
宿
港
海
岸
整
備
事
業
の
進

捗
に
伴
い
、
背
後
地
や
駅
か
ら

海
岸
ま
で
の
通
り
の
商
店
街
等

の
利
活
用
が
重
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
背
後
地
や
商
店
街
等
の

振
興
策
を
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
検
討
し
ま
す
。

⑵　

指
宿
港
海
岸
整
備
事
業
に
伴

う
背
後
地
や
商
店
街
等
の
空
き

地
や
空
き
店
舗
等
の
不
動
産
情

報
を
調
査
・
集
約
し
、
創
業
や

移
転
開
業
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り

や
情
報
発
信
方
法
等
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
検
討
し

ま
す
。

⑶　

指
宿
市
や
指
宿
港
海
岸
保
全

推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
、
海

岸
整
備
の
先
進
地
に
お
け
る
背

後
地
の
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い

て
視
察
研
修
し
、
指
宿
の
背
後

地
の
参
考
に
し
ま
す
。

⑷　

商
品
券
事
業
に
つ
い
て
は
、

年
を
通
し
た
共
通
商
品
券
発
行

を
継
続
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

共
通
商
品
券
事
業
等
に
つ
い
て

は
、
国
や
市
の
施
策
や
経
済
対

策
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑸　

各
種
事
業
・
大
会
・
行
事
等

で
の
共
通
商
品
券
の
利
活
用
を

促
進
し
ま
す
。（
健
幸
ポ
イ
ン

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
高
齢
者
元

気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
）

⑹　

指
宿
の
豊
富
な
食
材
を
活
用

し
、
観
光
業
や
農
業
・
水
産
業

が
一
体
と
な
り
、
令
和
７
年

２
・
３
月
に
「
い
ぶ
す
き
春
の

グ
ル
メ
祭
り
」
を
開
催
し
て
お

り
、
令
和
７
年
度
も
関
係
団
体

と
の
連
携
を
深
め
秋
と
春
に

「
い
ぶ
す
き
グ
ル
メ
祭
り
」
を

開
催
し
、「
食
」
を
通
じ
て
消

費
の
拡
大
や
観
光
客
誘
致
を
図

る
と
と
も
に
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
し
ま
す
。

⑺　
「
イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き
」
や

「
若
宮
神
社
で
初
詣
」
な
ど
の

賑
わ
い
創
出
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
ま
す
。

⑻　

地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た

「
温
た
ま
ら
ん
丼
」、「
勝
武
士

ラ
ー
メ
ン
」
及
び
「
そ
ら
豆
ス
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イ
ー
ツ
」
等
の
普
及
拡
大
に
努

め
、
指
宿
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と

し
て
市
民
や
観
光
客
に
再
認
識

し
て
も
ら
う
な
ど
観
光
客
の
誘

致
に
つ
な
げ
ま
す
。

⑼　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
め
し
ゅ
卵

ガ
イ
ド
」
を
発
行
・
配
布
し
宣

伝
に
努
め
ま
す
。

⑽　

地
元
買
物
、
地
場
産
品
愛
用
、

市
内
業
者
受
発
注
を
促
進
し
、

経
済
の
地
域
内
循
環
を
促
進
し

ま
す
。

⑾　

地
域
団
体
商
標
登
録
さ
れ
た

「
指
宿
温
泉
」、「
指
宿
砂
む
し

温
泉
」
の
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
「
地
域
の
共
有
財
産
」
と
位

置
付
け
、
観
光
振
興
の
た
め
に

利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

⑿　

九
州
商
工
会
議
所
連
合
会
観

光
委
員
会
の
委
員
と
し
て
活
動

し
、
広
域
連
携
し
た
観
光
振
興

に
取
り
組
み
ま
す
。

⒀　

各
種
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
・
協
力
を
通
し
て
観
光

客
等
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。（
温
泉
祭
、
産
業
ま
つ
り
、

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
菜
の

花
マ
ー
チ
、
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
）

⒁　

指
宿
市
が
整
備
し
た
い
ぶ
す

き
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
（
指

宿
サ
ッ
カ
ー
・
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
や
各
施
設
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
・
キ
ャ
ン
プ
等
の
誘
致
や
新

た
な
指
宿
市
民
会
館
を
活
用
し

た
文
化
・
芸
術
を
通
じ
た
交
流

人
口
の
増
加
に
協
力
し
ま
す
。

⒂　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
誘

致
と
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

受
け
入
れ
体
制
の
強
化
を
目
的

と
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
セ

ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
（
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
接
客
対
応
の
英
会
話
等
）

の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

⒃　

い
ぶ
す
き
検
定
（
初
級
・
中

級
・
上
級
試
験
）
及
び
小
・
中

学
生
を
対
象
に
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

検
定
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
た
指

宿
商
業
高
等
学
校
の
商
業
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
科
生
徒
に
よ
る
、
い

ぶ
す
き
検
定
受
検
を
指
宿
商
業

高
等
学
校
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

４
．
組
織
・
財
政
・
運
営
基
盤
の

強
化
に
関
す
る
事
業

⑴　

三
役
会
、
常
議
員
会
、
議
員

総
会
を
効
率
的
に
運
営
し
ま
す
。

 

⑵　

役
員
・
議
員
の
懇
談
会
、

ゴ
ル
フ
大
会
等
を
開
催
し
、
親

睦
・
交
流
を
図
り
ま
す
。

⑶　

三
役
と
各
部
会
長
、
各
委
員

長
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
組

織
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

⑷　

各
部
会
、
各
委
員
会
を
開
催

し
、
意
見
集
約
や
活
性
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
全
体
部
会

を
開
催
し
一
般
会
員
と
の
連
携

を
図
り
ま
す
。

⑸　

役
員
・
議
員
の
先
進
地
視
察

研
修
を
実
施
し
見
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
実
施
事
業
等
の
参

考
に
し
ま
す
。

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
・
議

員
の
改
選
事
務
（
選
挙
管
理
委

員
会
開
催
、
選
挙
、
部
会
開
催

等
）
を
適
切
・
ス
ム
ー
ズ
に
実

施
し
ま
す
。

⑺　

会
員
大
会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ゴ
ル
フ
等
）
を
開
催
し
、

会
員
の
福
利
厚
生
と
親
睦
を
図

り
ま
す
。

⑻　

青
年
部
と
女
性
会
の
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
他
の
団

体
と
の
連
携
と
交
流
を
推
進
し

ま
す
。

⑼　

役
員
・
議
員
・
職
員
が
一
体

と
な
り
、
会
員
増
強
運
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑽　

指
宿
市
や
ア
ク
サ
生
命
保
険

㈱
鹿
児
島
支
社
、
協
会
け
ん
ぽ

鹿
児
島
支
部
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
当
会
議
所
や
会
員
事

業
所
の
健
康
経
営
の
取
り
組
み

を
促
進
し
ま
す
。

⑾　

各
種
共
済
制
度
（
イ
ッ
シ
ー

共
済
、
ま
ご
こ
ろ
共
済
、
退
職

金
共
済
、
業
務
災
害
補
償
プ
ラ

ン
な
ど
）
へ
の
加
入
を
推
進
し
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
基
盤
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

⑿　

九
州
商
工
会
議
所
連
合
会
、

鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会

等
が
開
催
す
る
職
員
研
修
会
に

職
員
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、

職
員
の
資
質
向
上
と
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

⒀　

会
議
所
職
員
の
自
主
研
修
を

促
し
、
職
員
の
モ
ラ
ル
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
企
画
立
案
、

文
書
法
制
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
、

健
康
管
理
等
の
資
質
向
上
と
能

力
開
発
に
努
め
ま
す
。

⒁　

指
宿
産
業
経
済
対
策
協
議
会
、

指
宿
市
商
工
団
体
連
絡
協
議
会

な
ど
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
任

意
団
体
の
効
率
的
・
効
果
的
運

営
に
努
め
ま
す
。

⒂　

会
員
名
簿
や
特
定
商
工
業
者

法
定
台
帳
の
適
正
な
管
理
を
行

い
ま
す
。

⒃　

令
和
８
年
４
月
に
指
宿
商
工

会
議
所
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
の
実
行

委
員
会
組
織
を
設
置
し
事
業
計

画
等
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

５
．
そ
の
他
の
主
要
事
業

⑴　

会
議
所
会
報
、
会
議
所
広
報

市
民
版
の
発
行
と
充
実
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
折

込
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布
し
、

会
員
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
に

努
め
ま
す
。

⑵　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
デ
ジ
タ
ル
機
能
の
活
用
や
新

聞
チ
ラ
シ
の
有
効
活
用
を
進
め
、

観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
、

各
種
検
定
な
ど
有
意
義
な
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。

⑶　

電
子
申
告
納
税
制
度
の
普
及

を
推
進
し
ま
す
。

⑷　

商
工
業
の
技
能
向
上
の
た
め

珠
算
能
力
検
定
試
験
、
簿
記
検

定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

⑸　

中
小
企
業
大
学
校
研
修
制
度

の
周
知
及
び
人
材
育
成
助
成
事

業
補
助
金
（
研
修
費
助
成
制

度
）
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

⑹　

新
入
社
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

⑺　

労
働
保
険
事
務
組
合
の
円
滑

な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
労

働
保
険
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

⑻　

会
員
事
業
所
従
業
員
の
健
康

診
断
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

が
ん
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診

を
促
進
し
ま
す
。

⑼　

会
員
事
業
所
の
優
良
従
業
員

を
表
彰
し
ま
す
。（
６
月
開
催

の
議
員
総
会
に
て
）

⑽　

指
宿
地
区
税
務
連
絡
協
議
会
、

指
宿
間
税
会
・
指
宿
間
税
会
青

年
部
会
、
指
宿
地
区
納
税
貯
蓄
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令和７年度収支予算総括表（案）
自　令和７年４月 １日
至　令和８年３月 31 日 （単位：円）

　　 会　　　 計　　　 名　　 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 
（△は減） 対 前 年 比

一 般 会 計 41,565,000 40,347,000 1,218,000 103.0%

法 定 台 帳 関 係 費 特 別 会 計 290,000 285,000 5,000 101.8%

中 小 企 業 相 談 所 特 別 会 計 40,751,000 38,968,000 1,783,000 104.6%

収 益 事 業 特 別 会 計 22,138,000 21,701,000 437,000 102.0%

共 通 商 品 券 発 行 事 業 一 般 会 計 217,524,000 79,906,000 137,618,000 272.2%

共 通 商 品 券 発 行 事 業 特 別 会 計 6,445,000 6,442,000 3,000 100.0%

商店街活性化支援事業特別会計 2,021,000 2,012,000 9,000 100.4%

い ぶ す き 検 定 事 業 特 別 会 計 286,000 273,000 13,000 104.8%

特 定 退 職 金 共 済 事 業 特 別 会 計 18,109,000 18,369,000 △ 260,000 98.6%

労 働 保 険 事 務 組 合 一 般 会 計 2,768,000 2,767,000 1,000 100.0%

労働保険事務組合労働保険料・ 
一 般 拠 出 金 特 別 会 計 29,482,000 29,480,000 2,000 100.0%

合 計 381,379,000 240,550,000 140,829,000 158.5%

収 入 支 出

組
合
連
合
会
、
指
宿
市
青
色
申

告
会
連
合
会
、
指
宿
青
色
申
告

会
、
指
宿
警
察
署
管
内
企
業
等

防
衛
対
策
連
絡
協
議
会
、
指
宿

港
海
岸
保
全
推
進
協
議
会
な
ど

地
域
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
各
種
団
体
機
関
の
事
務
局
を

務
め
ま
す
。

交付金・委託金
159,992千円

42%

事業収入
160,787千円

42%

会費負担金
19,337千円

5%

雑収入その他
14,016千円

4%

取崩金
3,000千円
1%

繰越金
11,564千円

3%

繰入金
12,683千円 
3%

総 額

381,379千円

経営改善普及費
40,751千円
 11% 一般職員等人件費

29,031千円 8%

事業費
273,011千円 

71%

管理費
23,303千円 

6%

引当・積立金
2,600千円 
1%

繰出金
12,683千円 
3%

総 額

381,379千円
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青年部

だより

指
宿
商
工
会
議
所
青
年
部

令
和
６
年
度
卒
会
式

「 食べ物をおいしくする三つのこつと
消費者との関係のつくり方 」

大泉洋さんや安田顕さんたちが結成した北海道出身の演
劇ユニットＴＥＡＭ ＮＡＣＳ（チームナックス）の一員、
俳優の森崎博之さんにお話を伺う機会がありました。森崎
さんは出演するテレビ番組や舞台などを通じ、農業や農家
を応援する活動に長く取り組んでいます。北海道ローカル
で農業と農家を取り上げるテレビ番組に 17 年間にわたって
出演し、700 件以上の現場取材経験から農業の将来に危機
感を持っているのです。

番組の中で採れたて野菜のおいしさを知ってもらうため、
トマト嫌いの子どもたちをトマト農家に連れて行き、もぎ
たてを食べてもらったことがあるそうです。どの子も「自
分が知っているトマトと違う」と感じ、さらにそのうちの
１人が「こんなおいしいものをつくれる生産者はかっこい
い」と思って、その後農業高校から酪農関係の大学へ進ん
で農業経営を学び、現在は地元の生産者支援の仕事に就い
ているそうです。つくられている現場を知り、実際につくっ
ている人に話を聞いて食べる経験が、子どもたちのトマト
への苦手意識を払拭したといえるでしょう。

「野菜（食材）をもっとおいしく食べるために大事な三
つのこと」を森崎さんは消費者に伝えたいと言います。そ
れは「知ること」「感謝すること」「応援すること」で、「知
ること」は、トマトならトマトで、どんな種類があるの
か、どうやってつくられているか、どんな調理法があるか、
どんな歴史や地域性があるかなど、モノ自体をもっと深く

知ってもらうことです。
「感謝すること」は、それがどんな人によってつくられ

ているか、どんな人がここまで運んでくれたか、どんな人
が料理してくれたかなど、自分においしさと健康をもたら
してくれたヒトに思いをはせることです。三つ目の「応援
すること」は、消費者自身が感じたおいしさや健康などの
体験が広く次の世代へと受け継がれていくよう、食べるこ
とはもちろん、自分が経験したことを誰かに伝えるといっ
た、つくり手を応援する行動を何か起こしてほしいという
ことです。

この三つの要素を、広くモノやサービスを提供している
" つくり手 " 側の目線でいえば、商品やサービスの良さを
消費者に伝え、さらに商品やサービスが生まれて消費者に
届くまでのストーリーもしっかり伝えることに相当するで
しょう。三つ目の「応援する」は、消費者との関係を強め
ることを意味します。これは消費者自身が生産に関わるク
ラウドファンディングや、環境保護や事業支援などを目的
にしたエシカル消費などの最近のトレンドと合致した考え
です。つくり手の立場から、消費者を巻き込む、コアなファ
ンづくり、インフルエンサー育成といった表現をされるこ
ともあります。

森崎さんは「農業の大変さや将来への不安が報じられま
すが、それはどの業種でも同じことが起きています」と言
います。農業の課題は日本の産業全体の課題であるようです。

３
月
13
日
（
木
）、
割
烹
味

彩
（
指
宿
こ
こ
ろ
の
宿
内
）
に
て
、

青
年
部
の
令
和
６
年
度
卒
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

46
歳
又
は
、
50
歳
を
迎
え
卒
会

と
な
る
会
員
を
送
り
出
す
会
で
、

当
日
は
、
現
役
青
年
部
会
員
及
び

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
青
年
部
会
員
を
代

表
し
て
神
川
雄
大
会
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
な
さ
れ
、
長
い
間
青
年
部

活
動
を
共
に
し
た
卒
会
者
へ
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

歓
談
中
に
は
、
余
興
や
卒
会
者

宛
て
に
作
成
し
た
思
い
出
の
動
画

を
流
し
、
卒
会
者
を
も
て
な
し
ま

し
た
。

最
後
に
、
卒
会
者
よ
り
別
れ
の

言
葉
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
後
、
卒
会
者
表
彰
と
記
念
品
・

花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
も
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

２
０
２
４
年
度
卒
会
者

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
堀
之
内　

敏
（
㈱
堀
之
内
商
会
）

・
溝
口　

剛　
（
瑠
風
）

卒会者を笑顔で送り出した

花束や記念品が贈られた

日経 BP 総合研究所
上席研究員　渡辺 和博

所報サービス トレンド
通　信
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指
宿
商
業
高
等
学
校
職
場
見
学

　

２
月
26
日
（
水
）
に
、
指
宿
商

業
高
等
学
校
の
生
徒
が
当
所
で
職

場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
計
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

科
１
年
生
16
名
参
加
し
、
商
工
会

議
所
と
い
う
組
織
や
仕
事
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
職
員
よ

り
、
実
際
に
働
い
て
感
じ
て
い
る

こ
と
や
生
徒
に
向
け
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
商
工
会

議
所
が
何
を
し
て
い
る
場
所
な
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
企
業
の

支
援
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
場
所
な
の
だ
と
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

「
先
輩
の
話
を
聞
い
て
や
り
が
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
に

就
け
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
し
た
」

「
進
路
選
択
の
幅
が
広
が
り
ま
し

た
」
等
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

３
月
19
日
（
水
）、
開
聞
総
合

体
育
館
に
て
令
和
６
年
度
指
宿
市

高
校
生
向
け
地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

就
職
希
望
者
と
企
業
側
で
直
接

話
す
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図

り
、
将
来
の
雇
用
全
般
を
見
据
え

た
Ｐ
Ｒ
の
機
会
と
し
、
市
内
企
業

の
人
材
確
保
、
定
着
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
指
宿
市
が
開

催
し
ま
し
た
。

　

指
宿
商
業
高
等
学
校
・
山
川
高

等
学
校
・
指
宿
特
別
支
援
学
校
・

頴
娃
高
等
学
校
の
４
校
か
ら
就
職

希
望
の
生
徒
と
当
所
会
員
事
業
所

を
は
じ
め
と
し
た
地
元
企
業
27
社

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
達
は
、
製
造

業
・
建
設
業
・
医
療
福
祉
・
宿
泊

業
等
、
他
業
種
の
企
業
ご
と
に
設

置
さ
れ
た
ブ
ー
ス
を
自
由
に
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
説
明
や
Ｐ
Ｒ
が

な
さ
れ
、
進
路
検
討
の
参
考
と
し

ま
し
た
。

地
元
高
校
生
就
職
支
援
活
動

　毎月、鹿児島県よろず支援拠点による「経営よろず相談会」を実施いたします。
　売上アップやものづくり支援、商品パッケージのデザインなど、経営に関するあらゆる相談に専
門家が応じます。下記の日程にて行いますので、是非、ご利用ください。

『経営よろず相談会』

【日程（予定）】

【会　　　場】指宿商工会議所
お問合せ：指宿商工会議所 中小企業相談所 　TEL 0993-22-2473

詳細：鹿児島県よろず支援拠点（かごしま産業支援センター内） 　TEL 099-219-3740

（10：00～16：00）
5 月 22 日（木）

日本政策金融公庫による融資相談窓口開設中
　詳しくは、下記お問い合わせ先にお尋ねください。
【問い合わせ先】日本政策金融公庫　099-223-2221
　　　　 指宿商工会議所　　0993-22-2473

注）融資相談窓口は予約制です。
相談時間は概ね１時間程度です。
あらかじめ相談内容をお知らせく
ださい。

注）経営よろず相談会は予約制です。
相談時間は概ね１時間程度です。あら
かじめ相談内容をお知らせください。

無料

先輩からの話を真剣に聞く生徒達

様々な業種の地元企業の説明を聞いて回った
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13
日	

建
設
部
会
関
連
ツ
ー
ル
説
明

　

〃	

青
年
部　

卒
会
式

14
日	

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
事
前
説
明

17
日	

常
議
員
会

　

〃	

指
宿
港
海
岸
に
関
す
る
打
合
せ

18
日	

指
宿
法
人
会
理
事
会

　

〃	

い
ぶ
す
き
バ
ル
実
行
委
員
会

19
日	

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

〃	

つ
な
が
る
指
宿
協
議
会
監
査

　

〃	

薩
摩
半
島
横
断
道
路
建
設
促

進
協
議
会
第
３
回
幹
事
会

４
月
の
主
要
行
事

○
三
役
会

○
部
会
・
委
員
会

◇
職
務
執
行
者
変
更

　

当
所
議
員
の
職
務
執
行
者
が
左

記
の
通
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

３
号
議
員

　

鹿
児
島
信
用
金
庫
指
宿
支
店

　
　
　

三
堂　

哲
也　

氏

　
　
　
　
　

↓　
　
　
　

　
　
　

幸
福　

智
明　

氏

■
２
月
■

21
日	

指
宿
商
業
高
等
学
校
評
議

委
員
会

　

〃	

食
品
商
業
部
会

23
日	

第
１
６
９
回
簿
記
検
定
試
験

25
日	

い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り
担

当
者
会
議

　

〃	

青
年
部　

役
員
会

26
日	

厚
生
委
員
会

　

〃	

指
宿
商
業
高
等
学
校
職
場

見
学

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
当
所
は
、
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
い

ぶ
す
き
で
、
会
員
の
皆
様
に
関
す

る
情
報
を
随
時
、
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。

　
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
、

事
業
所
と
し
て
地
域
貢
献
を
行
っ

た
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
掲
載
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

連
絡
先 

☎
（
２
２
）
２
４
７
３

26
日	

イ
ベ
ン
ト
促
進
部
会

27
日	

労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
推
進
委
員
会

　

〃	

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

■
３
月
■

３
日	

指
宿
産
業
経
済
対
策
協
議
会

４
日	

広
報
委
員
会

　

〃	

共
通
商
品
券
発
行
事
業
特

別
委
員
会

５
日	

指
宿
港
海
岸
侵
食
対
策
施

設
整
備
検
討
委
員
会

　

〃	
工
業
部
会
例
会

６
日	
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
公
募
事
業
説
明
会

　

〃	

指
宿
市
特
別
報
酬
等
審
議

委
員
会

　

〃	

い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り
市

長
レ
ク

　

〃	

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会

７
日	

三
役
会

11
日	

つ
な
が
る
指
宿
協
議
会
打
合
せ

　

〃	

青
年
部　

役
員
会

　

〃	

健
幸
ポ
イ
ン
ト
体
組
成
計

設
置

　

〃	

指
宿
市
都
市
計
画
審
議
会

　

〃	

商
品
券
打
合
せ

　

〃	

い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会

12
日	

２
．
５
倍
商
品
券
検
品

13
日	

指
宿
港
海
岸
保
全
推
進
協

議
会
事
務
局
打
合
せ

事 

務 

局 

日 

誌

健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
の
皆
様

　
当
所
で
は
、
毎
月
所
定
日
に

指
宿
市
の
「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
必
要
な
体
組

成
計
で
の
測
定
や
デ
ー
タ
送
信

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
は
７
日
（
水
）
の
10
時

～
16
時
に
器
機
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
お
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
や
、
当
所
に
所
用
が
あ
る
方

は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

■会員数（令和７年３月 20日現在）
個人事業所 513事業所
法人事業所 333事業所
合　計 846事業所

■事業資金　金利情報（令和７年３月 20日現在）
日本政策金融公庫　普通貸付 １．８０％～３．９０％
日本政策金融公庫　マル経資金 １．９５％
県融資制度　中小企業振興資金 １．８％～２．４％

編
集
後
記

～
運
を
引
き
込
む
の
は
力
、

力
を
引
き
出
す
の
は
運
～

　

近
年
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
ｉ
Ｄ
ｅ

Ｃ
ｏ
と
い
っ
た
国
が
勧
め
る
投

資
等
を
行
う
人
が
周
り
に
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

私
は
ど
ち
ら
も
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
某
電
子
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
運
用
を
試
し

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

先
日
、
大
暴
落
の
末
、
多
く
の

ポ
イ
ン
ト
達
を
失
い
ま
し
た
。

下
落
し
て
も
引
き
出
さ
ず
に
据

え
置
く
の
が
定
石
ら
し
い
で
す

が
、
下
落
す
る
た
び
に
イ
ラ
イ

ラ
す
る
の
で
や
め
ま
し
た
。

　

知
識
が
な
け
れ
ば
運
を
引
き

込
む
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
運

が
な
け
れ
ば
そ
の
知
識
を
発
揮

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
な

ん
で
も
人
の
言
う
と
お
り
に
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
も
知

識
を
身
に
付
け
る
べ
き
だ
と
私

は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
私
は
知
識
皆
無
で
す
。

　

知
識
も
運
も
な
い
私
が
投
資

を
始
め
る
日
は
ま
だ
ま
だ
先
に

な
り
そ
う
で
す
。

会
報
担
当　

西
川
路

編
集
後
記

議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

鹿児島信用金庫
指宿支店長

幸福　智明　氏
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